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裏面もご覧ください 

第８号 

令和３年１１月２２日 

文責：校長 橋口 辰樹 

☎６２－０５０４（龍ヶ岳小） 

集団宿泊教室で学んだこと 
私が集団宿泊教室で一番心に残ったことは、

ペーロンです。理由はみんなで協力して、息をあ

わせてこぐことができたからです。みんなで声

を出して、「一、二、三」と言って協力しました。 

 私が集団宿泊教室で、一番学んだことは自然

の美しさや環境に感謝する心を持つことです。

特に周りの人たちへの感謝の気持ちを持つこと

を学びました。集団宿泊教室ではたくさんの先

生方や職員の方々に手伝っていただいたからで

す。集団宿泊教室を通して、私は友達の良さに気

づきました。布団をしくときにはさつきさんが

シーツのしき方を教えてくれて手伝ってくれま

した。うれしかったです。 

 私は、これから龍ヶ岳小学校をよくするため

に、集団宿泊教室で学んだ「五分前行動」や「協

力することの大切さ」などを生かしていきたい

です。あと五か月で６年生になるのでたくさん

のことをがんばっていきたいです。 

５年 尾上 加依
か え

 

１０月１４日（木）、１５日（金）に５年生は

天草青年の家へ「集団宿泊教室」に行ってきま

した。昨年度は日帰りでしたが、今年度は例年

どおり１泊２日で実施することができました。 

１日目は「ペーロン」、「ニュースポーツ」、「ナ

イトハイク」、２日目は「山登り」、「焼き杉」を

体験しました。 

 ペーロンではみんなで「１・２・３」と声を

出し、力を合わせゴールすることができました。

山登りでは、急な坂や険しい岩場などがありき

つかったけど、互いに励まし合い頂上まで行く

ことができました。そして「美しい島々の風景」

を眺めることができ、最高だったそうです。普

段の生活でも、きつくても自分の目標に向かっ

てがんばり、それをやり遂げたときは、大きな

喜びを感じることができます。それを、ペーロ

ンや山登りを通して実感することができたと思

います。また、学校では体験できないニュース

ポーツや焼き杉も心に残ったようです。 

きつくて「やめたい」と思ったとき、「自分１

人ぐらいなら力をぬいても大丈夫」と弱い心が

出たとき、友だちと声を掛け合い、励まし合い

がんばったそうです。そして、友だちのよさを

発見し、学級の絆を深めることができ、貴重な

体験となった１泊２日でした。 

５年生はこれまで、龍ヶ岳小学校の心臓とし

て、下級生のよき手本となってきました。６年

生へ向けて、今後の成長を期待しています。 

  

【ペーロン】 

【山登り】 

【天草青年の家での記念写真】 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校のホームページは毎日更新しています。 

集団宿泊教室、修学旅行の様子も掲載していますので、ご覧ください。 

届け！平和への願い 

１９４５年 ８月９日 午前１１時２分 

すみわたった 青空のもと 

２発目の原子爆弾が落とされた 

ここ 長崎に落とされた 

原爆は ７００００人の命と 長崎の町を 

一瞬で 破壊した 

にせものの太陽が 長崎の上空に現れた 

ビルや家を丸ごと吹き飛ばす 爆風 

後々まで苦しみを与えた放射能 

なぎ倒された家や学校 

ひどいやけどで 苦しむ人々 

水を求めて 歩き回る人々 

油の浮いた 水たまりの水を 飲む人 

いなくなった家族を 必死に捜す 人々 

戦争で残ったものは 

怒り・悲しみ・苦しみ 

憎しみだけだった 

憎しみからは 憎しみしか生まれない 

世界中のみんなが 

笑顔でいられるために 

平和への 願いを 心から 伝えたい 

戦争の悲しみ 

命の尊さ 

ぼくたち わたしたちは 

叫び続けたい！ 

二度と 戦争を くり返してはいけない！！ 

かけがえのない  

地球を！ 

命を！  

守っていかなければならない！！ 

【構成詩「平和への願い」から】 

１１月１２日（金）、１３日（土）１泊２日の長崎・

佐賀方面に修学旅行に行ってきました。この２日間、

子どもたちは自分の目、耳、心でしっかり感じ、「平和

の尊さ」「命の大切さ」を学び、そして、友だちの大切

さを感じ、学級の絆を深めることができました。 

この修学旅行を通して、６年生は「ＫＫＪ」（気づ

き・考え・実行する）と学級通信のタイトル「Ｋ・Ｋ・

Ｊ」（感謝・協力・全力）の力を発揮し、龍ヶ岳小学校

の「顔」として行動をしました。私がすごいなと思っ

たことを４つ紹介します。 

①修学旅行の期日が決まったとき「ありがとうござ

います」と感謝の言葉を言えたこと 

②長崎での班別行動のとき、横断歩道では手を挙

げ、止まってくださった車にお礼を言えたこと 

③平和公園での平和集会。平和への願いを込めた構

成詩（右の詩）を、一人一人が大きな声で堂々と

言えたこと 

④吉野ヶ里公園で集合時刻に遅れそうになったと

き、人に迷惑をかけないように、集合場所まで走

ってきたこと 

当たり前のことが当たり前にできることが、すごい

ことだと思います。 

 これからの６年生の成長が楽しみです。 

 

【平和公園 平和祈念像の前で】 

修学旅行を振り返って 

修学旅行を振り返って、まず自分の目標の「平和へ

の思いを深める」を達成することができました。いろ

いろ見たり、ガイドさんの話を聞いたりしました。そ

の中でも語り部さん（睦門さん）の話が心に残りまし

た。「人は戦争をするためにうまれてきたんじゃない。

死ぬために生きているんじゃない。生きるために生き

るんだ」と言われました。「今生きていることに感謝

しなくちゃいけないし、くじけずに生きていくんだ」

と改めて思いました。原爆資料館には、背中が真っ赤

に焼けた写真や、真っ黒になった弁当があり、原爆の

恐ろしさが分かりました。そして、平和祈念像は大き

くて、ちゃんと意味があることが分かりました。 

２日目の宇宙科学館はグルグル回るのが楽しかっ

たです。吉野ヶ里遺跡は広くて、社会科で学習した建

物がたくさんありました。３０分じゃ回りきれないく

らい広かったです。 

 ５年生でできなかった分、女子でお泊まりして、テ

ンションが上がりました。ホテルの屋上から見た夜景

はとてもきれいでした。 

 これまで計画をしてくださったみなさん、家族に感

謝しています。みんなで行けて、２日間とても楽しか

ったです。 

６年 白濱 彩華
い ろ は

 

 


